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感謝の会 千葉県自閉症協会ＡＳＣのこれまでの歩み 

平成20年5月25日  

千葉県自閉症協会 理事 古屋 道夫 

 

 はじめに、本日お集まりくださいました皆様をはじめ、これまでお関わりくださいました方々に厚くお礼

を申し上げます。 

この会に長く関わっているということで、この会の歩みを説明するようにとのこと、光栄のことであり、

説明の機会をお与えてくださいましたことに感謝いたします。 

 

千葉県自閉症協会ＡＳＣとその前身の親の会、千葉県支部のこれまで37年の歩みを、本日配布いたしまし

た「みち」73 号の表に沿って概要をご説明させていただきます。どうかこの表が  頁から   頁にござ

いますのでお開きください。一応10年ごとにⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ期に分け、年毎に関わった主な役員名、取組み、

会報の記事を列記しました。 

  

第Ⅰ期は、S47年からS56年で、親の会が歩み出し、親の会から連合会に進展した時期です。 

 この時期のことを順次ご説明いたします。  

Ｓ47 年 佐藤栄作内閣から田中角栄内閣に代わった年です。それまで千葉県に住みながら、個人で、先行

していた東京都自閉症児親の会に参加していた親たちが集まり、最初の例会を7/2、県精神衛生センターで開

催しました。会員数 51 名でした。現在、千葉県自閉症協会ＡＳＣの会員は 1,024 名で会員数は 20 倍に増え

ました。9/3柏市児童相談所で親・関係者が集まり、現状や要望について話し合いました。本日、ご列席いた

だいたお二人、阿部正勝先生は、当時、千葉県義務教育課特殊教育係副主査でした。渡辺直幹先生は当時、

柏市立十余二学園園長でしたが、話合にお加わりいただきました。それ以来、37 年に渡りご支援いただいて

おります。私も此の時が会への関わりの最初でした。この時のことを、多くの記憶が薄れてゆく中、今でも

思いだします。（注１） 

S50年、参加者が増えると共に我孫子市、柏市、千葉市、習志野市、松戸市で地域毎の集まりを持ち、親の

会が芽生えました。その後その他の地域に親の会が順次作られ、現在の千葉県下の17地区の自閉症協会の源

流となりました。 

 S53年、その時点で作られた6つの親の会が集まり、千葉県自閉症児・者親の会連合会を結成しました。連

合会とし、これまでの代表幹事ではなく会長を置き、部局体制を整備しました。 

 S54年 自閉症児を児童福祉法の対象にするとの厚生省省令が出され、親の会がS41年以来要望してきたこ

とのひとつがやっと実現しました。その後、現在まで亀の歩みに見えますが、順次、自閉症支援が整備され

てきています。  

 S56年 設立10周年を記念して、「伸びよわが子ら」第１号を7000冊発行し、会員・関係者・社会の人た

ちに大きな刺激となり会発展の基礎が確立しました。この年施設部会が発足しました。この年は国際障害者

年１０年の最初の年で、障害者支援のあり方が変わってゆく年でもありました。 

 

第Ⅱ期は、S57年からH3年です、この期は会活動の上昇期です。 

 千葉市にて全国大会と研究大会を開催し意気が大いに上がりました、これを機にその後この期間に研究大

会を３回開催しました。施設部会が発展して立ち上げた「菜の花会」が、「しもふさ学園」を開設し、県下の

自閉症支援の拠点のひとつとなりました。親の会連合会から日本自閉症協会千葉県支部になりました。 

この時期のことを順次ご説明いたします。 

S57年 会報の名前を「みち」としました。この名前は、現在まで親しまれています。本日、配布したのは最

新の73号で、これまで広報部を順次背負っていただいた方々の努力が偲ばれます。 

S58 年 8/7 常陸宮殿下ご夫妻をお迎えし、第８回自閉症児・者親の会全国大会（千葉大会）―テーマ「み

ちを求めて―を千葉市民会館で開催し、1000 人近い人たちが参画・参加しました。併せて、前日の 8/6、第

１回千葉県自閉症研究大会を千葉県労働者福祉センターで開催しました。この研究大会の内容を続「伸びよ

わが子ら」として発刊しました。会員の総力を挙げて取り組んだ両大会により、本会の存在を広くアッピー

ルできました。（注２） 
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S59年 施設部会より独立し、「菜の花会」が施設建設に本格的に取組み始めました。 

S60 年 第２回千葉県自閉症研究大会を、「自閉症児者の自立にとって何が必要か」をテーマとして開催しま

した。 

S62年 第３回千葉県自閉症研究大会を「自閉症児・者のあしたのために」をテーマとして開催しました。 

S63年 社会福祉法人 菜の花会が運営する知的障害者入所施設「しもふさ学園」が開園しました。 

平成元年 社団法人日本自閉症協会が自閉症児・者親の会全国協議会を母体として設立され、専門家、関係

者も参加する体制となりました。そして、千葉県自閉症児・者親の会連合会は日本自閉症協会千葉県支部

となりました。 

H2年 第4回千葉県自閉症研究大会を「地域の中に生きるには」をテーマとして開催しました。 

 

第Ⅲ期はH４からH13で、千葉県支部時代です。  

 この期は苦節１０年とも思える時期です、自閉症に特化した支援を求めて各方面に働きかけましたが、成

果不十分でした。しかし、地道に活動を続けてきたことにより、その中で新しい人材が参画し始めました。 

この時期のことを順次ご説明いたします。 

H4年 会設立20周年記念誌「伸びよわが子ら」第３号を発刊しました。 

H5年 第5回千葉県自閉症研究大会を、「TEEACCHプログラム「に学ぶ」をテーマとして開催しました。 

H8年 第6回千葉県自閉症研究大会を、「自閉症への理解を求めて」をテーマとして開催しました。 

H11 年 第 7 回千葉県自閉症研究大会を、「教育は自閉症を変える」をテーマとして開催しました。そして、

この内容を記録した「伸びよわが子ら」第４号「教育は自閉症を変える」を翌年発刊しました。 

H12年 これまで自閉症支援というと、知的障害を伴う自閉症の人が対象でしたが、知的障害を伴わない高機

能自閉症・アスペルガー症候群の人が多くいて、この人たちの支援も必要なことが認識されてきました。

この高機能自閉症・アスペルガー症候群の人たちへの支援の「高機能勉強会」が発足しました、H14年にＷ

ｉｌｌクラブと名称を改め、会員登録制の勉強会として再スタートし、現在も活発な活動を行なっていま

す。 

この年、本支部のホームページを開局し、多くの情報を広く、早く提供して現在に至っています。 

 

第Ⅳ期はH14年からH20年です  

 現在に至るこの時期は、自閉症支援の新時代の到来と考えられます。即ち、日本自閉症協会千葉県支部か

ら千葉県自閉症協会にと脱皮し、発達障害者支援法が施行され、千葉県発達障害者支援センターCASが設立さ

れました。活動は県及び市レベルの行政、関連団体と協働して活発に行なわれ、多方面での自閉症支援が構

築、充実されつつあります、しかし、課題は山積しています。 

この時期のことを順次ご説明いたします。 

H14 年 2/4、本日ご列席くださいました堂本暁子千葉県知事との面談が実現し、要望書を提出しました。そ

の後、要望した千葉県自閉症支援センターが認可され、千葉県自閉症支援センターCAS が事業を開始しま

した。そして、これまで個人宅にあった本会事務所を千葉市内に開設できました。 

H15 年 特別講演会「英国の行政からみた自閉症支援」を開催し、「伸びよわが子」第５号として発刊しまし

た。 

H16年 発達障害者支援法成立のために、日本自閉症協会本部、各支部と共に取り組み、千葉県では県選出の

全国会議員に面談又は文書・電話により協力要請し、協力の返事をいただけました、そして12/3に成立し。

翌年17年4/1施行されました。この法律の果実はまだ充分ではありませんが、これまでのお情け的支援か

ら権利・義務としての支援が約束されました。（注３） 
H17年 全国でも画期的な千葉県受診サポート手帳が発行されましたが、この発行には大屋支部長をはじめ本

支部も協力しました。この手帳は適切な診察を受けるために役に立ったいます。 

H18年 日本自閉症協会の組織改編により、日本自閉症協会千葉県支部を脱皮・独立して千葉県自閉症協会を

設立,しました。また、本会も成立に協力した千葉県障害者条例「障害のある人もない人も共に暮らしやす

い千葉県づくり条例」が10月成立しました。この中で自閉症は障害として定義された、発達障害のひとつ

として位置づけられました。翌19年7月に施行され、全国で初めての条例であり、この条例の定着により

自閉症の人が地域に受け入れられることが期待出来ます。この条例の精神を忘れず、活用することにより、

活きて役に立つものになります。 
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 （注４） 

H19年 成年壮年自閉症問題研究会が発足しました。加齢した自閉症の人たちへの支援の構築は急務であると

共に、多くの会員の心に掛かる課題でもあり多方面から検討を行ないます。 

H20年 本年、国連が４月２日を自閉症啓発デーとして制定しました。世界には3500万人の自閉症の人がい

るとされ、自閉症の人への支援は人類的課題であることが認識されました。 

 

ご静聴ありがとうございました。 

私はこれからも、体と心が働く限り皆様と共に頑張りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

注記 この注記は個人的な体験や思いですのでお読みいただければ幸いです。 

注１：当時、柏児相は東武野田線の新柏駅を見下ろす丘にありました。イベントで、現在はＳ学園にいて「さ

おり織り」の素晴らしい作品を編んでおられますＩさんが、まだ10歳代後半で、白いドレスを着て、ピア

ノを弾いてくださるのをまぶしく拝見しました。そこにいらした、今は亡きＩさんのおとうさんの願いが

叶ったのでしょうか。 

 

注２：常陸宮様をお迎えしましたことにより、厚生省、文部省の担当のトップ、沼田千葉県知事をはじめ、

招待しても来てくださらない方々に多数参加いただけました。しかし、成田空港反対過激派の活動を警戒

し厳重警備の中で行なわれました。イベントが遅れて、控え室から降りてきてしまった宮様以下、壇上に

上がる要人を、２０分くらい楽屋裏でお待たせてしまったこと、そのほか幾つかの失敗がありましたが、

懐かしい思い出です。 

 

注３：県選出の国会議員は２６名いましたが、その内一人は自閉症、他の一人は ADHD の子どもの親でした。

無論、協力の約束をしていただけましたが、率先されたようではなく、私たちが働きかけたからでした。

なんといっても動くことが必要です。12/3 参議院の厚生労働委員会で採決するのを傍聴できましたが、

可決した時は、共に傍聴した親たちと手を取り合って喜びました。 

 

注４：この条例が成立するにつきましても、保守的な議員の強い反対があり、一時挫折の危機がありました。

堂本暁子千葉県知事の強い信念、県の担当官の日夜を問わずのお働き、民間の関係者の積極的な協力があ

り実現しまた。本会会員もいろいろな形で成立に協力しました。 

 

 

 

 

 



冊発行し、発展の基礎確立。

主な出来事及 7/15 県精神 戸市に地域毎 各地域の会は 川市親の会発足

私たちの会の歴史　第Ⅰ期―親の会発足から親の会連合会に―　

１９７２年、５１名が参加し県の会が発足、その後各地域に地区会が作られ連合体となる、１０年目、「伸びよわが子ら」第１号を７０００

年　次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
昭　和 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56
西　暦 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981

代表・会長 幹事による合議制
（代表
上田　

）
和男

同左 同左
（以
山本

後）会長
香葉子

山本香葉子 博山　弘夫 博山　弘夫

副会長 幹事による合議制 同左 同左 同左
博山　弘夫 博山　弘夫 谷口　昭夫

小林　礼子
谷口　昭夫
小林　礼子

事務局長 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 谷口　昭夫 上田　和男 山本香葉子 小林　礼子
広報部長 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫
施設部会

主な出来事及
び組織動向

東京都の会か
らから独立、
最初の例会を
7/15 県精神、
衛生センター
で開催、会員

千葉市、習志
野市、柏市、
我孫子市、松
戸市に地域毎
に会が作られ
る

千葉
児者
合会
各地域
○○
と名

上田　和男 上田　和男
県自閉症
親の会連
となり、

の会は

「伸びよわが子ら」
第１号ー自閉症ハ
ンドブック発刊、市
川市親の会発足

○親の会
乗る

、
施設部会発足

会報

数５１名

 １（号、
略）：「お
せ」との

以下
知ら
題で

３：１月、３月
例会報告、会
員紹介

４：全
報告、
自閉症

国大会
内閣に
対策に

６：総会、
（武沢静
佐々木　

講演
雄：
正

７：
演（
幹）

幹事会、講
渡辺　直

９：全国大会
報告、講演録
（竹内　嘉巳）

１０：県社会
部及び、教
育委員会と

１３：新年の挨拶、
年長自閉症者進路
対策懇談会記録

会報

ガリ版

２：会員と県関
係者との話し
合い

ついて質問

５：総会、地区
報告、講演録
（宮本茂雄）、
県との交渉

美）

８：
録（
夫）

の話合

総会、講演
石井　哲

9 １１：総会、伸
会長挨拶、
講演録（中野
良顕）

１４：実態意識調査
集計報告、全国協
議会研修会報告

会報

１２：自閉症
問題解説「親
はつらいよ」

１５：自閉症問題国
会で審議内容報告

会報

１６：総会、講演録
（鈴木　栄）、施設
部会趣旨と計画



市 君

向 、 終 総会、講

子）

）

私たちの会の歴史　第Ⅱ期―連合会から協会支部に―

活動の上昇期、千葉市にて全国大会、研究大会を４回開催する。自閉症支援の拠点となる「しもふさ学園」を会の有志が設立。

年　次 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
昭和・平成 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3
西　暦 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91

会長・支部長 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 小林　礼子 小林　礼子 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎

副会長又は
副支部長

小林　礼
谷口　昭
山田　洋

子
夫
子

小林
谷口
山田

　礼子
　昭夫
　洋子

小林　礼子
木元　六郎

小林　
木元　

礼子
六郎

木
山
坂

元　六郎
本　和子
本　秀美

木元　六
山本　和
坂本　秀

郎
子
美

山本
坂本
矢作

　和子
　秀美
　貞代

山本　和子
坂本　秀美
矢作　貞代

山本　和子
坂本　秀美
矢作　貞代

山本　和子
坂本　秀美
矢作　貞代

事務局長 小林　礼子 小林　礼子 小林　礼子 小林　礼子 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代

教育研修 田川　洋子 田川　洋子 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 佐藤　幸雄 佐藤　幸雄 佐藤　幸雄
広報部長 小原　宏 小原　宏 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 太田　紀子

労働・福祉部長博山　葉子 博山　葉子 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎 木元　六郎 藤本　日出夫 藤本　日出夫

施設部長 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 上田　和男 山本　和子 山本　和子 山本　和子 山本　和子

主な出来事
び組織動向

全国大

及

備、テー
ちを求め
会報の
「みち」

会準 第８
マ「み
て」、

名称
とする

児・
全国
葉、
葉県
究大
「伸
子ら
会記

回自閉症
者親の会
大会in千

第１回千
自閉症研
会、続

びよわが
」-研究大
録集発刊

施設部会
「菜の花会
立、

より 第２回
」独 自閉症

会「自
者の自
とって
要か」

千葉県 地

研究大
閉症児
立に

何が必

市
津
市
東
野
松
市

区会10、市
市原市、市原市、君

郡市、千葉
、東葛地区
総地区、習
市、船橋市
戸市、八千

川 第３回千

、
志
、
代

自閉症研
会「自閉
者のあし
ために・・

葉県 しもふさ学園 日本自閉症協 第4回千葉県
究大

症児・
たの
・」

開園 会設立、親の
会連合会から
協会支部に

自閉症研究大
会「地域の中
に生きるに
は」(7/22)

会報主要記

１７：「伸
わが子
響、博山
追悼

びよ
ら」反

会長

２０
調査

：実態意識
、

２２：総会（
千代市）、
演録（阿部
秀雄）

八
講

２４：第
究大会
第４回
識調査

２回研
要綱、

実態意

２
演
勝

７：総会、講
録（早川
司）

２９：第３
究大会案
第５回実
識調査

回研
内、

態意

３２：
究大
め、

第３回研
会まと

３５：第６回実
態意識調査、
映画「レインマ
ン」感想

３７：日本自閉
症協会発足に
あたって

４１：第４回研
究大会報告

１８：総
育シン
ム

事

会、教
ポジウ

２１
国大
終わ

：第８回全
会in千葉
る

２３：第２回
葉県自閉
究大会に

千
症研
向

２５：第
究大会

２回研
要綱、

２
会
い

８：全国協議
法人化につ
て

３０：第３
究大会案

回研
内

３３：
労懇

総会、就
談会

３６：総会、講
演録（森山
幹夫）

３８：第４回研
究大会案内、

４２：組織検討
委員会、親子
の旅

１９：第８回全
国大会in千葉
に向かって、

かって、
２６：第
究大会
に終わわる

２回研
成功裏
る

３１：総会
演（姜　春

、講
子）

３４：
会の

自閉症協
設立を

３９：第４回研
究大会案内、
４０：総会、講

４３：総会、講
演（大野　智
也）

演（永井　洋



施設 山本 和子 山本 和子 山本 和子 山本 和子 山本 和子

(藤尾　眞子） 会 春美、山根
美江子）

聡） 知事要望書
美江子）

私たちの会の歴史　第Ⅲ期―千葉県支部時代―　

　苦節１０年、自閉症に特化した支援を求めて各方面に働きかけるが成果不十分、その中で新しい人材が参画し始める。

年　次 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
平　成 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
西　暦 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
支部長

副支部長

古屋　道
坂本　秀
矢作　貞
北原　郁

夫 古屋　
美
代
子

矢作　
北原　

道夫 古屋
貞代
郁子

矢作
北原

　道夫 古
　貞代
　郁子

矢
北

屋　道夫
作　貞代
原　郁子

古屋　道夫
矢作　貞代
北原　郁子

古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫
矢作　貞代
北原　郁子

矢作　貞代
北原　郁子

矢作　貞代
北原　郁子

矢作　貞代
角口　早苗
坂本　秀美
太田　紀子
大屋　滋

矢作　貞代
角口　早苗
坂本　秀美
太田　紀子
大屋　滋

事務局長 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代

広報部長 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子 木村　暉子

教育研修 角口　早苗 角口　早苗 古屋　道夫 古屋　道夫 青山　春美 青山　春美 青山　春美 青山　春美 大屋　滋 大屋　滋

労働・福祉

施設

事業部

組織整備

主な出来事

土岐　邦

山本　和山本 和子

及

会20周年
「伸びよ
子ら」第
号ー２０

成 土岐　

子 山本　山本

古屋　

、
わが
３
周年

第５回
県自閉
究大会
「TEAC

邦成 角口

和子 山本和子 山本

道夫 古屋

土岐

千葉
症研

CHプ

　早苗 角

　和子 山和子 山本

　道夫 古

　邦成 土

口　早苗

本　和子和子

屋　道夫

岐　邦成

角口　早苗

山本　和子山本 和子

古屋　道夫

坂本　秀美

第６回千葉
県自閉症研
究大会「自
症への理解

角口　早苗 角口　早苗 角口　早苗 角口　早苗 角口　早苗

山本　和子 山本　和子 山本　和子 山本　和子 山本　和子

古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 松井　宏昭 松井　宏昭

坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美

閉

第７回千葉
県自閉症研
究大会「教育
は自閉症を

「伸びよわが
子ら」第４号
ー教育は自
閉症を変え

Ｈ１２年より
高機能・アス
ペルガー自
閉症支援の

び組織動向

会報主要記

記念誌 

４４：総会
０周年記
式典、「伸

発刊 ログラ
学ぶ」

、２
念
び

４６：第
研究大
内

ムに

５回
会案

４８
懇談
演録

：関係者
会、講
（斉藤

５０：総会、
講演録（阿部
秀雄、渡辺

を求めて」 変える」、支
部ホーム
ページ開始

る　発刊 「星の子クラ
ブ」発足、後
にＷｉｌｌクラブ
に発展

５１：第６回
研究大会案
内、講演録

５３：第６回
研究大会ま
とめ、自閉症

５５：１０周
年、親の会
から協会に、

５７：第７回
研究大会案
内、講演録

５９：第７回
研究大会報
告、講演録(｢

６１：教育研
修部の取り
組み、星の

よわが子
号

４５：第５
研究大会
内、講演

事

」３

回
案

録

４７：総
講演録
博）

茂）

会、
（丸山

４９
講演
霊峰

悦雄） （川村　宣
輝）

連絡協議会 講演録（梅永
雄二）

（河島　淳
子、中野良
顕　）

明石　洋子） 子、ＭＬ

：総会、
録（柏女
）、顧問

５２：第６回
研究大会案
内

５４:総会、講
演録（阿部
叔子、青山

５６：総会、
講演録（安部
陽子）

５８：総会、
第７回研究
大会案内

６０：総会、
講演録(：堀
光子：坂井

６１：総会、
講演録（牧野
賢一）、堂本



年　次 31 32 33 34 35 36 37 38 39
平　成 14 15 16 17 18 19 20 21 22
西　暦 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
支部長・会長 大屋　滋 大屋　滋 大屋　滋 大屋　滋 大屋　滋 大屋　滋 大屋　滋

副支部長

大川　譲二
石山　祐子
松井　宏昭
角口　早苗

大川　譲二
石山　祐子
松井　宏昭
角口　早苗

佐藤　彰一
坂本　秀美
野澤　武
井原　一夫
白水　幹久

佐藤　彰一
井原　一夫
白水　幹久
竹蓋　伸六

井原　一夫
白水　幹久
竹蓋　伸六
坂本　秀美

白水　幹久
竹蓋　伸六

白水　幹久
竹蓋　伸六

事務局長 古屋　道夫 古屋　道夫 古屋　道夫 北尾　敏明 北尾　敏明 北尾　敏明 北尾　敏明
総務部長 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代 矢作　貞代
広報部長 朝倉　潤一 朝倉　潤一 朝倉　潤一 朝倉　潤一 朝倉　潤一 朝倉　潤一 朝倉　潤一
事業部 坂本　秀美 坂本　秀美 北尾　敏明 野澤　武 野澤　武 野澤　武 野澤　武
Ｗｉｌｌクラブ 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美 坂本　秀美

堂本　暁子千 特別講演会 発達障害者支 受診サポート 千葉県自閉症 成年壮年自閉 国連で４月２

私たちの会の歴史　第Ⅳ期―支部から千葉県自閉症協会に―　

　自閉症支援の新時代到来、発達障害者支援法施行、CAS設立、県との協働大きく前進。

主な出来事及
び組織動向

堂本 暁子千
葉県知事との
面談、千葉県
自閉症セン
ターCAS事業
開始、支部事
務所開設

特別講演会
「英国の行政
からみた自閉
症支援」を開
催し、「伸びよ
わが子」第５
号として発刊

発達障害者支
援法成立のた
め、県選出の
全部の国会議
員に面談又は
電話・文書に
より協力要請
し、12月成立

受診サポ ト
手帳発行

千葉県自閉症
協会設立,千
葉県障害者条
例成立

成年壮年自閉
症問題研究会
発足

国連で４月２
日を自閉症啓
発デーに制定

６３：知事面談
実現、熱気球
搭乗体験記、
講演録（島田
律子）

６５：支部事務
所開設、
CAS、Willクラ
ブ紹介、講演
録（田中　康
雄）

６７：自閉症サ
ポートセン
ター、コスモス
の花紹介、講
演録（佐藤
彰一）

６９：受診サ
ポート手帳、
講演録（小島
靖子）

７２：支部及び
千葉県自閉症
協会）ASC）総
会、障害者条
例、講演録
（伊藤政之）

６４：総会、大
屋支部長挨
拶、県への要
望書、講演録
(戸部　けい
こ）

６６：総会、特
別支援教育プ
ロ、

６８：総会、発
達障害者支援
法成立に寄せ
て、

７０：総会、講
演録（柏女霊
峰）、衆議院
選挙候補者へ
の公開質問、

会報主要記事

こ）
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